
ふ
じ

よ
し

よ
し

の
り

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

藤

吉

好

則

専
攻
学
科
目

生
物
物
理
学

生

年

月

昭
和
二
三
年
六
月

略

歴

昭
和
四
六
年

三
月

名
古
屋
大
学
理
学
部
化
学
科
卒
業

同

五
七
年

五
月

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

五
七
年

五
月

理
学
博
士

同

六
〇
年

一
月

京
都
大
学
化
学
研
究
所
助
手

同

六
二
年

二
月

（
株
）
蛋
白
工
学
研
究
所
主
任
研
究
員

同

六
三
年

四
月

（
株
）
蛋
白
工
学
研
究
所
主
席
研
究
員

平
成

六
年
一
一
月

松
下
電
器
産
業
（
株
）
国
際
研
究
所
リ
サ
ー
チ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

同

八
年

七
月

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

四



理
学
博
士
藤
吉
好
則
氏
の
「
極
低
温
電
子
顕
微

鏡
の
開
発
に
よ
る
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
決

定
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
解
析
は
、
生
物
学
の
広
い
分
野
に
お
い
て
重
要
性

が
認
識
さ
れ
、
多
く
の
タ
ン
パ
ク
質
の
解
析
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
生
体
膜
の
構
成
成
分
で
あ
る
膜
タ
ン
パ
ク
質
は
そ
の
重
要
性
に

も
関
わ
ら
ず
、
脂
質
膜
の
中
に
存
在
す
る
状
態
で
機
能
し
て
い
る
た
め
、
構
造

解
析
が
困
難
な
研
究
対
象
で
あ
る
。
藤
吉
好
則
氏
は
、
長
年
の
努
力
に
よ
り
極

低
温
電
子
顕
微
鏡
を
開
発
し
、
重
要
な
生
理
機
能
を
担
う
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
構

造
解
析
に
成
功
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ら
の
機
能
研
究
を
進
め
、
こ
の
分
野
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
。

藤
吉
氏
は
ま
ず
、
電
子
顕
微
鏡
が
、
電
子
線
照
射
に
よ
る
試
料
の
損
傷
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
分
子
の
中
の
原
子
の
配
置
を
直
接
捉
え
る
だ
け
の
分

解
能
を
も
ち
う
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
次
い
で
タ
ン
パ
ク
質
の
よ
う
な
大
き
な

分
子
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
観
察
す
る
試
料
を
液
体
ヘ
リ

ウ
ム
温
度
ま
で
冷
却
保
持
で
き
る
電
子
顕
微
鏡
を
設
計
、
製
作
し
、
電
子
線
に

よ
る
損
傷
が
室
温
の
場
合
の
二
〇
分
の
一
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
藤
吉
氏
は
こ
の
極
低
温
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
、
そ
れ
に
改
良
を
加
え
つ
つ
、

電
子
線
結
晶
学
の
方
法
に
よ
り
、
主
と
し
て
生
体
細
胞
膜
中
の
タ
ン
パ
ク
質
分

子
の
構
造
を
原
子
レ
ベ
ル
で
次
々
と
決
定
し
、
そ
れ
ら
タ
ン
パ
ク
質
分
子
の
生

理
的
機
能
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。

代
表
的
な
例
と
し
て
、
生
体
の
各
組
織
細
胞
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
水
チ
ャ
ネ
ル
タ
ン
パ
ク
質
、
ア
ク
ア
ポ
リ
ン－

１
の
研
究
が
あ
る
。
こ
の
チ

ャ
ネ
ル
は
水
分
子
を
一
秒
間
に
二
〇
億
個
の
速
さ
で
透
過
さ
せ
る
が
、
水
素
イ

オ
ン
を
ふ
く
め
各
種
イ
オ
ン
を
全
く
透
さ
な
い
。
藤
吉
氏
は
ア
ク
ア
ポ
リ
ン

－

１
分
子
の
構
造
を
完
全
に
決
定
し
、
チ
ャ
ネ
ル
の
内
壁
の
特
定
の
構
造
が
水

分
子
と
相
互
作
用
し
、
チ
ャ
ネ
ル
中
を
水
分
子
が
列
を
成
し
通
過
す
る
モ
デ
ル

を
提
出
し
た
。
さ
ら
に
、
白
内
障
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
水
チ
ャ
ネ
ル
、
ア

ク
ア
ポ
リ
ン－

０
の
構
造
を1.9Å

分
解
能
で
解
析
し
、
水
分
子
を
観
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
プ
ロ
ト
ン
透
過
阻
害
機
構
を
実
際
に
証
明
し
た
。
な
お
、
こ
の
高

分
解
能
構
造
解
析
で
は
、
脂
質
分
子
す
べ
て
の
構
造
も
決
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
脳
の
グ
リ
ア
細
胞
で
発
現
し
て
い
る
水
チ
ャ
ネ
ル
、
ア
ク
ア
ポ
リ
ン

－
４
に
つ
い
て
二
次
元
結
晶
を
作
製
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
構
造
を
解
析

し
た
。
ア
ク
ア
ポ
リ
ン－

４
は
、
脳
の
細
胞
膜
内
で
格
子
状
の
集
合
体
を
作
り
、

隣
接
す
る
細
胞
膜
内
の
同
様
の
集
合
体
と
相
互
作
用
し
、
チ
ャ
ネ
ル
機
能
に
加

二
〇



え
て
細
胞
間
接
着
を
制
御
す
る
機
能
を
持
つ
こ
と
も
示
し
た
。

ま
た
、
藤
吉
氏
は
、
細
胞
間
チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
結
合
を
構
成
す
る

タ
ン
パ
ク
質
の
一
つ
コ
ネ
キ
シ
ン
２６
の
構
造
を
解
析
し
て
、
プ
ラ
グ
ゲ
ー
テ
ィ

ン
グ
モ
デ
ル
を
提
案
し
た
。
ギ
ャ
ッ
プ
結
合
は
、
電
気
シ
ナ
プ
ス
な
ど
で
膜
電

位
依
存
的
に
速
い
ゲ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、1.8kD

程

度
の
大
き
な
ペ
プ
チ
ド
を
も
透
過
さ
せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
プ
ラ
グ
ゲ

ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
は
、
こ
の
チ
ャ
ネ
ル
が
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
分
子
を
透

過
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
イ
オ
ン
を
も
透
過
さ
せ
な
い
閉
じ
た
構

造
を
す
ば
や
く
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
不
思
議
な
機
能
を
説
明
す
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
教
科
書
の
記
述
を
書
き
換
え
る
成
果
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
藤

吉
氏
等
は
ニ
コ
チ
ン
性
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
受
容
体
の
構
造
を
解
析
し
、
そ
の
成

果
は
、
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
開
閉
の
分
子
機
構
、
な
ら
び
に
、
こ
の
分
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
受
容
体
に
結
合
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
や
麻
酔
薬
の
作
用
機
序
の
解
明
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
藤
吉
氏
の
極
低
温
電
子
顕
微
鏡
に

よ
る
研
究
は
、
常
に
、
単
な
る
構
造
解
析
に
止
ま
ら
ず
、
膜
中
の
タ
ン
パ
ク
質

分
子
の
生
理
的
機
能
の
解
明
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

最
近
は
、
結
晶
を
作
製
す
る
こ
と
な
く
立
体
構
造
を
解
析
す
る
単
粒
子
解
析

法
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
藤
吉
氏
は
、
こ
の
単
粒
子
解
析
法
と
極
低
温
電
子

顕
微
鏡
を
活
用
し
て
、
電
圧
感
受
性N

a

＋

チ
ャ
ネ
ル
、IP

3

受
容
体
、
温
度
や
辛

味
な
ど
の
化
学
物
質
の
受
容
体
で
あ
るT

R
P

チ
ャ
ネ
ル
な
ど
の
構
造
も
解
析

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
低
分
解
能
で
の
解
析
な
が
ら
、
重
要
な
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ

ル
、
受
容
体
の
全
体
構
造
を
解
析
し
た
結
果
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
電
子

線
結
晶
学
や
単
粒
子
解
析
法
を
用
い
た
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
研
究
分
野
で
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
成
果
を
あ
げ
、
構
造
生
理
学
と
い
う
新
し
い
分
野
の
創
設
に

貢
献
し
て
い
る
。

藤
吉
氏
の
極
低
温
電
子
顕
微
鏡
は
世
界
各
国
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
、
こ

こ
十
数
年
、
藤
吉
研
究
室
で
彼
ら
と
の
共
同
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
に
電
子
線
結
晶
学
で
立
体
構
造
が
解
析
さ
れ
て
い
る
七
つ
の
膜
タ
ン
パ
ク
質

の
高
分
解
能
の
構
造
解
析
は
、
す
べ
て
同
氏
の
極
低
温
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
て

行
わ
れ
た
。
最
近
、
同
氏
の
設
計
に
基
づ
く
極
低
温
電
子
顕
微
鏡
が
、
米
国
、
ド

イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
、
世
界
の
複
数
の
研
究
室
に
設
置
さ
れ
は
じ
め
、

近
く
そ
れ
ら
の
場
所
で
も
膜
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
構
造
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
今
後
も
、
同
氏
と
そ
の
研
究
室
が
こ
の
研
究
分
野
に
お
い
て
国
際

的
中
心
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
電
子
顕
微
鏡

学
会
瀬
藤
賞
、
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
賞
、
山
崎
貞
一
賞
、
慶
應
医
学
賞
、
島

津
賞
、
紫
綬
褒
章
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る
。
以
上
、
藤
吉
氏
の
卓
越
し
た
業
績

は
、
学
士
院
賞
受
賞
に
相
応
し
い
。

二
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要
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文
の
目
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